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     午後２時５８分  開会

○年長委員（阿部 建君） 大変お待たせをいたして申しわけありません。

○議会事務局長（佐藤孝志君） 委員長、ちょっと私のほうだけお話ししますので。

  それでは、皆様どうもお疲れさまでございました。（「ふなれなもので済みません」の声あ

り）平成27年の決算の特別審査委員会ということで、南三陸町の委員会条例第９条第２項の

規定により、委員長、副委員長がともにおりませんので、年長である委員が座長となり、委

員長の選任までをとり行うことになります。

  本日の出席委員における年長者は阿部 建委員でありますので、よろしく進行方お願いいた

します。

○年長委員（阿部 建君） いつも後藤委員には非常に注意を受けておりますが、それではただ

いま局長が申し上げましたように、私が皆さんご存じのように一番年長でありますので、こ

れより平成27年度決算審査特別委員会委員長の選任の件でありますが、ただいまより平成27

年度の決算審査特別委員会を開催いたします。

  南三陸町委員会条例第９条第２項の規定により、委員長、副委員長がともにおりませんの

で、年長である私が委員長の選任までその職務をとり行います。よろしくご協力をお願いい

たします。

  それでは、委員長の選任についてを議題といたします。

  お諮りいたします。

  委員長の選任の方法はどのように行いますか、発言を求めます。後藤委員。

○後藤清喜委員 推薦という形でお願いしたいと思います。

○年長委員（阿部 建君） 推薦というご意見があります。これにご異議ありませんか。（「な

し」の声あり）ご異議がないと思いますが、それではどなたを推薦するか発言を求めます。

後藤委員。

○後藤清喜委員 議会運営委員会でも申し出もありまして、今回は産業建設常任委員会の委員長

でもあります山内昇一さんをお願いしたいと思います。

○年長委員（阿部 建君） ただいま後藤委員より委員長には産業建設常任委員長の山内昇一君

にお願いしたいとの発言がありました。これにご異議ございませんか。

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○年長委員（阿部 建君） ご異議なしと認めます。よって、平成27年度決算審査特別委員会の

委員長は山内昇一君と決定いたしました。
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  ここで、挨拶をもって、委員長就任の承諾とさせていただきます。委員長、挨拶。

○委員長（山内昇一君） ただいま皆様からご推薦を受けて産業建設常任委員長である私が今回

平成27年度南三陸町歳入歳出決算審査の特別委員長として任命ですか、その重責を仰せつか

りました。何しろふなれでございますので、皆様方のご協力をお願いしたいと思います。

○年長委員（阿部 建君） 以上で、私の任務を終了することといたします。ご協力まことにあ

りがとうございました。

○委員長（山内昇一君） それでは、平成27年度決算審査特別委員会の副委員長の選任の件につ

いてご相談したいと思います。

  副委員長の選任についてを議題といたします。お諮りいたします。副委員長の選任の方法は

どのように行いますか、発言を求めます。（「指名推選でお願いします」の声あり）

○委員長（山内昇一君） ただいま指名推選ということでお話がありましたが、よろしいです

か。（「はい」の声あり）ありがとうございます。それでは副委員長ということなんです

が、（「では一言発言の許可をお願いします」の声あり）

○西條栄福委員 先般の全員協議会で局長が今回は慣例によりまして産業建設常任委員会が特別

委員会の正副委員長であるというふうな発言をお話しされたと思います。そうした中できょ

う産業建設常任委員会の委員長が特別委員会の委員長に指名されまして、次は副委員長がこ

の特別委員会の副委員長に指名されるものと思いますので、私から発言をさせていただきた

いと思います。実はご存じのように私もう一つの行政職を持ちまして、今回上程されました

決算につきまして審査をした身でありまして、そういった者が副委員長の座に着くというこ

とはいかがなものかと思うわけでありまして、皆様方にお諮りするのではございますが、で

きますれば産業建設委員会の委員の中から私と委員長を除いた委員の中から出させていただ

ければと思うんですがいかがでございましょうか。だからそういうことでございまして、浅

はかな身でありまして、そういうことでひとつお諮りをいただきたいと思います。いかがで

しょう。私から指名させていただくということで、産建内のことですから、よろしいです

か。いかがでしょうか。

○佐藤宣明委員 やっぱり産建の中であってもさ、委員長が先導してやはり推薦すべきでないの

かな、これね。

○委員長（山内昇一君） わかりました。（「今立場を説明したんだ」の声あり）それでは今い

ろいろご意見をいただきましたが、委員長のご指名でいいですかね。（「いいですよ」「指

名推選って言ってあるから」の声あり）それでは大変急で申しわけないんですが、佐藤宣明
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委員さんにお願いしたいと思いますが。

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○委員長（山内昇一君） よろしいですか。それでは異議なしと認めます。平成27年度決算審査

特別委員会の副委員長は佐藤宣明君と決定いたしました。

  ここで挨拶をもって副委員長就任の承諾とさせていただきます。

○副委員長（佐藤宣明君） というふうな事情の中で本来の副委員長である西條栄福さんが監査

委員ということでございまして、輪番制の中で産建という役割の中でございまして、次とい

うことで私にお鉢が回ってきたというか、したがいまして、嫌ではなくていわゆる委員長を

補佐しながら私もがんばってまいりたいというふうに思います。よろしくどうぞお願いいた

します。

○委員長（山内昇一君） 以上で、選任については終了いたしました。

  選任の結果につきましては、議長に報告をいたし、本会議において議長から報告していただ

くことといたします。大変ご協力ありがとうございました。

     午後３時１０分  延会


